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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、および当該基板に形成される駆動回路、および前記駆動回路上に形成される層間
絶縁層を含む下地層と、
　前記下地層の上方に形成される第１電極と
　前記第１電極の上方に形成される機能層と、
　前記第１電極の上方に形成され、隣り合う発光部を区画するための開口部を有する複数
の隔壁と、
　前記複数の隔壁間における前記開口部に対応する前記機能層の上方に形成され、有機発
光材料を含むインクが塗布されて形成される発光層と、
　前記発光層の上方に形成され、第１電極と異なる極性を有する第２電極と、
　を有し、
　前記下地層は、前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、
前記発光層の前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上
面部と、を有し、
　前記下地層の前記第１の上面部は、前記下地層の前記第２の上面部に対して上方に位置
し、
　前記第１電極は、前記下地層の前記第１の上面部および前記第２の上面部に沿って形成
され、前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記発光層
の前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を
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有し、
　前記第１電極の前記第１の上面部は、前記第１電極の前記第２の上面部に対して上方に
位置し、
　前記機能層は、前記第１電極の前記第１の上面部および前記第２の上面部に沿って形成
され、前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記発光層
の前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を
有し、
　前記機能層の前記第１の上面部は、前記機能層の前記第２の上面部に対して上方に位置
し、
　前記発光層は、前記機能層の前記第１の上面部および前記第２の上面部に沿って形成さ
れ、前記機能層に接触し、隔壁側の端部領域に対応する第１の下面部と、前記機能層に接
触し、前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の下面部と
、前記機能層と異なる側にあって、隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記機
能層と異なる側にあって、前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応
する第２の上面部と、を有し、
　前記発光層の前記第１の下面部は、前記発光層の前記第２の下面部に対して上方に位置
し、
　さらに、
　前記発光層の前記第１の上面部は、前記発光層の前記第２の上面部に対して上方に位置
し、
　前記発光層の前記第１の下面部から前記第１の上面部までの層厚は、前記発光層の前記
第２の下面部から前記第２上面部までの層厚と、等しく、
　前記下地層の構成要素のうち、前記層間絶縁層が、
前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記発光層の前記
隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、
　前記層間絶縁層の前記第１の上面部は、前記層間絶縁層の前記第２の上面部に対して上
方に位置するように形成されており、
　前記層間絶縁層は、前記第２の上面部が平坦形状を有し、前記第１の上面部が、前記第
２の上面部に対して段差を有し形成され、または、階段状に形成されている
　ことを特徴とする有機発光素子。
【請求項２】
　前記発光層の前記第１の上面部および前記第２の上面部を含む上面部は、前記発光層の
前記第１の上面部が、前記発光層の前記第２の上面部に対して上方に位置することにより
、上方に凹形状を有し、
　前記発光層の前記第１の下面部および前記第２の下面部を含む下面部は、前記発光層の
前記第１の下面部が、前記発光層の前記第２の下面部に対して上方に位置することにより
、下方に凸形状を有する、
　請求項１記載の有機発光素子。
【請求項３】
　前記機能層の前記第１の上面部は、前記機能層の前記第２の上面部に対し、１００ｎｍ
以上２００ｎｍ以下の範囲内で上方に位置する、
　請求項１記載の有機発光素子。
【請求項４】
　前記発光層を、前記隔壁間の断面方向に見る場合において、
　前記発光層の前記第１の上面部の長さが５０μｍ以上であって、前記発光層の前記第２
の上面部の長さが５０μｍ以上であり、
　且つ、
　前記発光層の前記第１の上面部の長さが、前記発光部の全長に対して１／５以上１／３
以下であって、前記発光層の前記第２の上面部の長さが、前記発光部の全長に対して１／
３以上３／５以下である、
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　請求項１記載の有機発光素子。
【請求項７】
　前記発光層における前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域とは、隣接
する隔壁間の各中央部である、
　請求項１記載の有機発光素子。
【請求項８】
　前記複数の発光部は、異なる２方向に配列され、
　前記複数の隔壁は、隣り合う発光部を前記異なる２方向に区画するように形成され、
　前記下地層における前記第１の上面部と前記第２の上面部、前記第１電極における前記
第１の上面部と前記第２の上面部、前記機能層における前記第１の上面部と前記第２の上
面部、および前記発光層における前記第１の上面部と前記第２の上面部と前記第１の下面
部と前記第２の下面部は、前記発光部における発光層の上面視における長軸方向に沿って
各々配されている、
　請求項１記載の有機発光素子。
【請求項９】
　基板、および当該基板に形成される駆動回路、および前記駆動回路上に形成される層間
絶縁層を含む下地層を形成する第１工程と、
　前記下地層の上方に第１電極を形成する第２工程と、
　前記第１電極の上方に機能層を形成する第３工程と、
　前記第２工程により形成された第１電極の上方に、隣り合う発光部を区画するための開
口部を有する複数の隔壁を形成する第４工程と、
　前記複数の隔壁間における前記開口部に対応する前記機能層の上方に、有機発光材料を
含むインクを塗布して発光層を形成する第５工程と、
　前記発光層の上方に、第１電極と異なる極性を有する第２電極とを形成する第６工程と
、
　を有し、
　前記第１工程では、
　前記下地層を、前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、
前記発光層の前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上
面部とを有し、前記下地層の前記第１の上面部が、前記下地層の前記第２の上面部に対し
て上方に位置するように形成し、
　前記第２工程では、
　前記第１電極を、前記下地層の前記第１の上面部および前記第２の上面部に沿って形成
し、前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記発光層の
前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有
し、前記第１電極の前記第１の上面部が、前記第１電極の前記第２の上面部に対して上方
に位置するように形成し、
　前記第３工程では、
　前記機能層を、前記第１電極の前記第１の上面部および前記第２の上面部に沿って形成
し、前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記発光層の
前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有
し、前記機能層の前記第１の上面部が、前記機能層の前記第２の上面部に対して上方に位
置するように形成し、
　前記第５工程では、
前記発光層を、前記機能層の前記第１の上面部および前記第２の上面部に沿って形成し、
前記機能層に接触し、隔壁側の端部領域に対応する第１の下面部と、前記機能層に接触し
、前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の下面部と、前
記機能層と異なる側にあって、隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記機能層
と異なる側にあって、前記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する
第２の上面部と、を有し、
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　前記発光層の前記第１の下面部が、前記発光層の前記第２の下面部に対して上方に位置
し、
　さらに、
　前記発光層の前記第１の上面部が、前記発光層の前記第２の上面部に対して上方に位置
し、
　前記発光層の前記第１の下面部から前記第１の上面部までの層厚が、前記発光層の前記
第２の下面部から前記第２の上面部までの層厚と等しくなるように形成し、
　前記第１工程では、
　前記下地層の構成要素のうち、前記層間絶縁層を、
　前記発光層における前記隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、前記発光層の前
記隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し
、
　前記層間絶縁層の前記第１の上面部が、前記層間絶縁層の前記第２の上面部に対して上
方に位置するように形成し、
　前記層間絶縁層を、前記第２の上面部が平坦形状を有し、前記第１の上面部が、前記第
２の上面部に対して段差を有するように形成し、または、階段状に形成する
　ことを特徴とする有機発光素子の製造方法。
【請求項１１】
　前記第１工程では、
　前記層間絶縁層を、感光性の絶縁性樹脂材料からなる絶縁膜を形成後、選択的に露光し
、現像することにより形成する、
　請求項９記載の有機発光素子の製造方法。
【請求項１２】
　前記第１工程では、
　前記絶縁膜における前記第１の上面部に対する露光量を、前記絶縁膜における前記第２
の上面部に対する露光量よりも小さくなるように露光し、現像することにより、前記層間
絶縁層を形成する、
　請求項１１記載の有機発光素子の製造方法。
【請求項１３】
　請求項９または請求項１１または請求項１２に記載された有機発光素子の製造方法によ
り製造された有機発光素子を用いた有機表示パネル。
【請求項１４】
　請求項９または請求項１１または請求項１２に記載された有機発光素子の製造方法によ
り製造された有機発光素子を用いた有機表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光素子とその製造方法、および有機表示パネルと有機表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、有機材料の電界発光現象を利用した表示装置の研究・開発がすすめられている。
この表示装置では、各画素部が、アノード電極およびカソード電極と、その間に介挿され
た有機発光層とを有し構成されている。そして、表示装置の駆動においては、アノード電
極からホールを注入し、カソード電極から電子を注入し、有機発光層内でホールと電子が
再結合することにより発光する。
【０００３】
　ここで、有機発光層は、絶縁材料からなる隔壁（バンク）により区画された領域に対し
、有機発光材料を含むインクを滴下し、これを乾燥させることにより形成される。そして
、有機発光層の層厚は、発光輝度に相関を有するため、有機発光層の層厚を出来るだけ均
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一にすることが求められる。
【０００４】
　このような要望に対して、例えば、バンクと、その下に設けられるアノード電極との間
に隙間を設けることで、親液性と撥液性とのバランスをとり、有機発光層の層厚の均一化
を図ろうとする技術が提案されている（特許文献１）。また、有機発光層の下となる層の
表面に酸素プラズマ処理などの表面処理を行い、また、バンクの表面にＣＦ4プラズマ処
理などの表面処理を行うことにより、これら表面に囲まれた領域に形成される有機発光層
の層厚の均一化を図ろうとする技術も提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１３４６２４号公報
【特許文献２】特開２００４－１２７５５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１，２を含む従来技術では、有機発光層の層厚を均一化す
ることについて、十分とは言えない。具体的に、上記特許文献１，２では、バンクの表面
などへの表面処理により有機発光材料を含むインクに対する親液性と撥液性とのバランス
を図り、有機発光層の層厚の均一化を図ろうとしているが、インクの乾燥過程において、
有機発光層の層厚のバラツキを抑えることには限界がある。
【０００７】
　本発明は、上記課題の解決を図るべくなされたものであって、有機発光層の層厚の均一
化を図り、輝度ムラの少ない高い光学特性を有する有機発光素子とその製造方法、および
有機表示パネルと有機表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係る有機発光素子は、基板、および当該基板に形成される駆動回路、
および駆動回路上に形成される層間絶縁層を含む下地層と、下地層の上方に形成される第
1電極と
　前記第１電極の上方に形成される機能層と、第１電極の上方に形成され、隣り合う発光
部を区画するための開口部を有する複数の隔壁と、複数の隔壁間における開口部に対応す
る機能層の上方に形成され、有機発光材料を含むインクが塗布されて形成される発光層と
、発光層の上方に形成され、第１電極と異なる極性を有する第２電極と、を有する。
【０００９】
　下地層は、発光層における隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁
側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、下地
層の第１の上面部は、下地層の第２の上面部に対して上方に位置する。
【００１０】
　第１電極は、下地層の第１の上面部および第２の上面部に沿って形成され、発光層にお
ける隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁側の端部領域から中央部
側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、第１電極の第１の上面部は、
第１電極の第２の上面部に対して上方に位置する
　機能層は、第１電極の第１の上面部および第２の上面部に沿って形成され、発光層にお
ける隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の前記隔壁側の端部領域から中
央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、機能層の第１の上面部は
、機能層の第２の上面部に対して上方に位置する。
【００１１】
　発光層は、機能層の第１の上面部および第２の上面部に沿って形成され、機能層に接触
し、隔壁側の端部領域に対応する第１の下面部と、機能層に接触し、隔壁側の端部領域か
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ら中央部側に離間した他の領域に対応する第２の下面部と、機能層と異なる側にあって、
隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、機能層と異なる側にあって、隔壁側の端部
領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有する。
【００１２】
　発光層の第１の下面部は、発光層の第２の下面部に対して上方に位置し、さらに、発光
層の第１の上面部は、発光層の第２の上面部に対して上方に位置し、発光層の第１の下面
部から第１の上面部までの層厚は、発光層の第２の下面部から前記第２上面部までの層厚
と、等しい、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、機能層が、下地層および第１電極の表面形状
に沿って形成されており、機能層における第１の上面部が第２の上面部に対して上方に位
置するように形成されている。このため、本発明の一態様に係る有機発光素子では、イン
クが開口部に塗布されて乾燥され有機発光層が形成された際に、発光層の層厚が隔壁の端
部側および端部から離れた領域において等しくなり、発光部の全域にわたって層厚が等し
くなる。
【００１４】
　このことにより、本発明の一態様に係る有機発光素子では、発光層において、隔壁の端
部側における厚膜化が防止され、当該領域における輝度の低下が防止され、発光部の全域
における輝度の均一性が得られやすくなり、良好な発光特性が得られる。
【００１５】
　また、本発明の一態様に係る有機発光素子では、発光層について、その第１の下面部お
よび第２の下面部にわたって同一材料である機能層に接して形成されているので、この点
でも、インクの濡れ性が向上し、良好な発光特性を得ることができる。
【００１６】
　従って、本発明の一態様に係る有機発光素子は、発光層の層厚の均一化を図ることがで
き、これより輝度ムラが少なく、高い光学特性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施の形態１に係る有機表示装置１の概略構成を示すブロック図である。
【図２】表示パネル１０における一部のサブピクセル１００ａの構成を示す模式断面端面
図である。
【図３】表示パネル１０におけるバンク１０７の一部を示す模式平面図である。
【図４】層間絶縁膜１０４の形状と、アノード電極１０５、ホール注入輸送層１０６、お
よび有機発光層１０８の各形状とを示す模式断面端面図である。
【図５】（ａ）～（ｃ）は、表示パネル１０の製造過程における要部工程を順に示す模式
断面端面図である。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、表示パネル１０の製造過程における要部工程を順に示す模式
断面端面図である。
【図７】（ａ）～（ｃ）は、表示パネル１０の製造過程における要部工程を順に示す模式
断面端面図である。
【図８】実施の形態２に係る有機表示装置の表示パネル１２における一部のサブピクセル
の構成を示す模式断面端面図である。
【図９】実施の形態３に係る有機表示装置の表示パネル１３における一部のサブピクセル
の構成を示す模式断面端面図である。
【図１０】実施の形態４に係る有機表示装置の表示パネル１４における一部のサブピクセ
ルの構成を示す模式断面端面図である。
【図１１】有機表示装置１を含むセットの外観の一例を示す外観斜視図である。
【図１２】参考例に係る表示パネルについて、その一部のサブピクセルの構成を示す模式
断面端面図である。
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【図１３】参考例に係る表示パネルのサブピクセル毎の有機発光層の表面プロファイルを
示す模式図である。
【図１４】参考例に係る表示パネルにおけるサブピクセルでの輝度分布を示す模式図であ
る。
【図１５】参考例に係る表示パネルでの下地層の一部領域の表面プロファイルと、当該領
域での輝度分布を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[本発明の一態様の概要]
　本発明の一態様に係る有機発光素子は、基板、および当該基板に形成される駆動回路、
および駆動回路上に形成される層間絶縁層を含む下地層と、下地層の上方に形成される第
1電極と
　前記第１電極の上方に形成される機能層と、第１電極の上方に形成され、隣り合う発光
部を区画するための開口部を有する複数の隔壁と、複数の隔壁間における開口部に対応す
る機能層の上方に形成され、有機発光材料を含むインクが塗布されて形成される発光層と
、発光層の上方に形成され、第１電極と異なる極性を有する第２電極と、を有する。
【００１９】
　下地層は、発光層における隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁
側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、下地
層の第１の上面部は、下地層の第２の上面部に対して上方に位置する。
【００２０】
　第１電極は、下地層の第１の上面部および第２の上面部に沿って形成され、発光層にお
ける隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁側の端部領域から中央部
側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、第１電極の第１の上面部は、
第１電極の第２の上面部に対して上方に位置する
　機能層は、第１電極の第１の上面部および第２の上面部に沿って形成され、発光層にお
ける隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の前記隔壁側の端部領域から中
央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、機能層の第１の上面部は
、機能層の第２の上面部に対して上方に位置する。
【００２１】
　発光層は、機能層の第１の上面部および第２の上面部に沿って形成され、機能層に接触
し、隔壁側の端部領域に対応する第１の下面部と、機能層に接触し、隔壁側の端部領域か
ら中央部側に離間した他の領域に対応する第２の下面部と、機能層と異なる側にあって、
隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、機能層と異なる側にあって、隔壁側の端部
領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有する。
【００２２】
　発光層の第１の下面部は、発光層の第２の下面部に対して上方に位置し、さらに、発光
層の第１の上面部は、発光層の第２の上面部に対して上方に位置し、発光層の第１の下面
部から第１の上面部までの層厚は、発光層の第２の下面部から前記第２上面部までの層厚
と、等しい、ことを特徴とする。
【００２３】
　このような構成を採用することにより、本発明の一態様に係る有機発光素子では、機能
層が、下地層および第１電極の表面形状に沿って形成されており、機能層における第１の
上面部が第２の上面部に対して上方に位置するように形成されている。このため、本発明
の一態様に係る有機発光素子では、インクが開口部に塗布されて乾燥され有機発光層が形
成された際に、発光層の層厚が隔壁の端部側および端部から離れた領域において等しくな
り、発光部の全域にわたって層厚が等しくなる。
【００２４】
　このことにより、本発明の一態様に係る有機発光素子では、発光層において、隔壁の端
部側における厚膜化が防止され、当該領域における輝度の低下が防止され、発光部の全域
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における輝度の均一性が得られやすくなり、良好な発光特性が得られる。
【００２５】
　また、本発明の一態様に係る有機発光素子では、発光層について、その第１の下面部お
よび第２の下面部にわたって同一材料である機能層に接して形成されているので、この点
でも、インクの濡れ性が向上し、良好な発光特性を得ることができる。
【００２６】
　従って、本発明の一態様に係る有機発光素子は、発光層の層厚の均一化を図ることがで
き、これより輝度ムラが少なく、高い光学特性を有する。
【００２７】
　なお、上記における「等しい」とは、必ずしも数値の面で完全に等しいことを意味する
ものではなく、有機発光素子の製造における寸法誤差などを考慮したものである。具体的
には、有機発光素子として、輝度ムラが実用上許容できる範囲で、等しいということを意
味する。
【００２８】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、上記構成において、発光層の第１の上面部お
よび第２の上面部を含む上面部は、発光層の第１の上面部が、発光層の第２の上面部に対
して上方に位置することにより、上方に凹形状を有し、発光層の第１の下面部および第２
の下面部を含む下面部は、発光層の第１の下面部が、発光層の第２の下面部に対して上方
に位置することにより、下方に凸形状を有する、いう構成とすることができる。このよう
に、発光層の上面部が上方に凹形状であって、且つ、発光層の下面部が下方に凸形状であ
るので、発光層の層厚が、発光部の全域で均一化されている。よって、輝度ムラが少なく
、高い光学特性を有する。
【００２９】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、上記構成において、機能層の第１の上面部が
、機能層の第２の上面部に対し、１００[ｎｍ]以上２００[ｎｍ]以下の範囲内で上方に位
置する、という構成とすることもできる。このような数値範囲内で機能層の第１の上面部
と第２の上面部との高さの差異を設けることにより、発光層の層厚の均一性を確保すると
いう観点から望ましい。
【００３０】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、上記構成において、発光層を隔壁間の断面方
向に見る場合に、発光層の第１の上面部の長さが５０[μｍ]以上であって、発光層の第２
の上面部の長さが５０[μｍ]以上であり、且つ、発光層の第１の上面部の長さが、発光部
の全長に対して１／５以上１／３以下であって、発光層の第２の上面部の長さが、発光部
の全長に対して１／３以上３／５以下である、という構成とすることもできる。このよう
に数値範囲の規定に従うことにより、更に高い精度で発光層の層厚の均一化を図ることが
できる。
【００３１】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、下地層の構成要素のうち、層間絶縁層が、発
光層における隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁側の端部領域か
ら中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と、を有し、層間絶縁層の第１の
上面部は、層間絶縁層の第２の上面部に対して上方に位置するように形成されている、と
いう構成とすることもできる。このように、下地層の構成要素中の層間絶縁層に第１の上
面部と第２の上面部とを設けるようにすることで、発光特性の低下を招くことなく、確実
に発光層の層厚の均一化を図ることができる。
【００３２】
　ここで、上記構成においては、層間絶縁層における第２の上面部が平坦形状を有し、第
１の上面部が、第２の上面部に対して段差を有し形成され、または、階段状に形成されて
いる、という構成を採用することができる。このように、第２の上面部が平坦形状を有す
ることとする場合には、発光層の層厚の均一化を図ることができるとともに、出射光の集
光を防ぐことができる。よって、高い発光特性を得ることができる。
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【００３３】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、上記構成において、発光層における隔壁側の
端部領域から中央部側に離間した他の領域とは、隣接する隔壁間の各中央部である、と具
体的に定義することができる。
【００３４】
　本発明の一態様に係る有機発光素子では、上記構成において、複数の発光部が、異なる
２方向に配列され（２次元配列され）、複数の隔壁が、隣り合う発光部を異なる2方向に
区画するように形成されている場合に、下地層における第１の上面部と第２の上面部、第
１電極における第１の上面部と第２の上面部、機能層における第１の上面部と第２の上面
部、および発光層における第１の上面部と第２の上面部と第１の下面部と第２の下面部が
、発光部における発光層の上面視における長軸方向に沿って各々配されている、という構
成とすることもできる。これは、発光部における発光層の上面視での上記長軸方向におい
て、発光層の隔壁側の端部領域と中央部側とで層厚に不均一を生じ易い傾向にあるが、上
記のように、発光部における発光層の上面視における長軸方向に沿った方向に、各層の第
１の上面部と第２の上面部、さらには、発光層の第１の下面部と第２の下面部とを配する
ようにすることで、発光層の層厚の均一化を確実に図ることができる。
【００３５】
　本発明の一態様に係る有機発光素子の製造方法では、次の工程を有する、ことを特徴と
する。
【００３６】
　（第１工程）　基板、および当該基板に形成され素子駆動のための駆動回路、および駆
動回路上に形成される層間絶縁層を含む下地層を形成する。
【００３７】
　（第２工程）　下地層の上方に第１電極を形成する。
【００３８】
　（第３工程）　第１電極の上方に機能層を形成する。
【００３９】
　（第４工程）　第２工程により形成された第１電極の上方に、隣り合う発光部を区画す
るための開口部を有する複数の隔壁を形成する。
【００４０】
　（第５工程）　複数の隔壁間における開口部に対応する機能層の上方に、有機発光材料
を含むインクを塗布して発光層を形成する。
【００４１】
　（第６工程）　発光層の上方に、第１電極と異なる極性を有する第２電極とを形成する
。
【００４２】
　本発明の一態様に係る有機発光素子の製造方法において、上記第１工程では、下地層を
、発光層における隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁側の端部領
域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部とを有し、下地層の第１の上
面部が、下地層の第２の上面部に対して上方に位置するように形成する。
【００４３】
　また、上記第２工程では、第１電極を、下地層の第１の上面部および第２の上面部に沿
って形成し、発光層における隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁
側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部とを有し、第１電
極の第１の上面部が、第１電極の第２の上面部に対して上方に位置するように形成する。
【００４４】
　また、上記第３工程では、機能層を、第１電極の第１の上面部および第２の上面部に沿
って形成し、発光層における隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、発光層の隔壁
側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部とを有し、機能層
の第１の上面部が、機能層の第２の上面部に対して上方に位置するように形成する。
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【００４５】
　また、上記第５工程では、発光層を、機能層の第１の上面部および第２の上面部に沿っ
て形成し、機能層に接触し、隔壁側の端部領域に対応する第１の下面部と、機能層に接触
し、隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の下面部と、機能
層と異なる側にあって、隔壁側の端部領域に対応する第１の上面部と、機能層と異なる側
にあって、隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第２の上面部と
を有し、発光層の第１の下面部が、発光層の第２の下面部に対して上方に位置し、さらに
、発光層の第１の上面部が、発光層の第２の上面部に対して上方に位置し、発光層の第１
の下面部から第１の上面部までの層厚が、発光層の第２の下面部から第２の上面部までの
層厚と等しくなるように形成する、ことを特徴とする。
【００４６】
　このような製造方法を用い製造された有機発光素子では、機能層が、下地層および第１
電極の表面形状に沿って形成されており、機能層における第１の上面部が第２の上面部に
対して上方に位置するように形成されている。このため、この有機発光素子では、インク
が開口部に塗布されて乾燥され有機発光層が形成された際に、有機発光層の層厚が隔壁の
端部側および端部から離れた領域において等しくなり、発光部の全域にわたって層厚が等
しくなり、有機発光層において、隔壁の端部側における厚膜化が防止され、当該領域にお
ける輝度の低下が防止され、発光部の全域における輝度の均一性が得られやすくなり、良
好な発光特性が得られる。
【００４７】
　また、本発明の一態様に係る製造方法を用い製造された有機発光素子では、有機発光層
について、その第１の下面部および第２の下面部にわたって同一材料である機能層に接し
て形成されているので、この点でも、インクの濡れ性が向上し、良好な発光特性を得るこ
とができる。
【００４８】
　従って、本発明の一態様に係る有機発光素子の製造方法では、層厚の均一化が図られた
発光層を備え、これより輝度ムラが少なく、高い光学特性を有する有機発光素子を製造す
ることができる。
【００４９】
　なお、上記における「等しい」とは、上記同様に、必ずしも数値の面で完全に等しいこ
とを意味するものではなく、有機発光素子の製造における寸法誤差などを考慮したもので
ある。具体的には、有機発光素子として、輝度ムラが実用上許容できる範囲で、等しいと
いうことを意味する。
【００５０】
　本発明の一態様に係る有機発光素子の製造方法は、上記構成において、第１工程では、
下地層の構成要素のうち、層間絶縁層を、発光層における隔壁側の端部領域に対応する第
１の上面部と、発光層の隔壁側の端部領域から中央部側に離間した他の領域に対応する第
２の上面部とを有し、層間絶縁層の第１の上面部が、層間絶縁層の第２の上面部に対して
上方に位置するように形成する、という構成とすることができる。このように、下地層の
構成要素中の層間絶縁層に第１の上面部と第２の上面部とを設けるようことで、発光特性
の低下がなく、発光層の層厚の均一化が確実に図られ、優れた発光特性を有する有機発光
素子を得ることができる。
【００５１】
　本発明の一態様に係る有機発光素子の製造方法は、上記構成において、第１工程では、
層間絶縁層を、感光性の絶縁性樹脂材料からなる絶縁膜を形成後、選択的に露光し、現像
することにより形成する、という構成を採用することもできる。このように、絶縁膜を、
その領域に応じて選択的に露光し、現像することにより、上記のように、第１の上面部と
第２の上面とを有する層間絶縁膜を確実に形成することができる。よって、均一な層厚の
発光層を有し、優れた発光特性を有する有機発光素子を製造することができる。
【００５２】
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　本発明の一態様に係る有機発光素子の製造方法では、上記構成において、第１工程では
、絶縁膜における第１の上面部に対する露光量を、絶縁膜における第２の上面部に対する
露光量よりも小さくなるように露光し、現像することにより、層間絶縁層を形成する、と
いうより具体的な構成とすることができる。
【００５３】
　本発明の一態様に係る有機表示パネルは、上記の本発明の一態様に係る製造方法により
得られた有機発光素子を備えることを特徴とする。これより、本発明の一態様に係る有機
表示パネルは、均一な層厚の発光層を備え、優れた発光特性を有することとなる。
【００５４】
　本発明の一態様に係る有機表示装置は、上記の本発明の一態様に係る製造方法により得
られた有機発光素子を備えることを特徴とする。これより、本発明の一態様に係る有機表
示装置は、均一な層厚の発光層を備え、優れた発光特性を有することとなる。
【００５５】
　なお、本明細書においては、各層の上記「第１の上面部」および「第２の上面部」につ
いて、少なくとも「第２の上面部」が平面であることが望ましい。
【００５６】
　[本発明に至った経緯]
　図１２に示すように、表示パネルは、基板９０１の上に、駆動回路としてのＴＦＴ層９
０２が形成され（図１２では、ＴＦＴ層９０２のドレイン電極のみを図示）、これを覆う
ように、パッシベーション膜９０３が形成されている。そして、パッシベーション膜９０
３のＺ軸方向の上には、層間絶縁層９０４が積層形成され、その上にアノード電極９０５
およびホール注入輸送層９０５が、順に積層形成されている。アノード電極９０５は、層
間絶縁層９０４に形成されたコンタクトホールを介して、ＴＦＴ層９０２に接続されてお
り、また、サブピクセル毎に独立している。
【００５７】
　ホール注入輸送層９０６の上には、サブピクセルを規定するバンク９０７が立設されて
おり、当該バンク９０７により区画された領域に有機発光層９０８が形成されている。有
機発光層９０８およびバンク９０７の露出された表面の上には、カソード電極９０９およ
び封止層９１０が順に積層形成されている。
【００５８】
　ここで、図１３（ａ）に示すように、各サブピクセルは、Ｘ軸方向の幅に比べて、Ｙ軸
方向の長さが長い略長方形状をしており、図１２は、Ｙ軸方向（長軸方向）にその断面を
示したものである。
【００５９】
　図１２に示すように、有機発光層９０８では、Ｙ軸方向の両側に配置されたバンク９０
７側の端部領域（領域Ｊ1および領域Ｊ2）での層厚Ｄ91，Ｄ92が、中央領域（領域Ｊ3）
での層厚Ｄ93に比べて厚くなる傾向がみられる。有機発光層９０８における層厚Ｄ91，Ｄ

92と、層厚Ｄ93との差異は、有機発光層９０８を形成する際のインク塗布から乾燥に至る
までの過程に起因すると推察される。
【００６０】
　図１３（ｂ）から図１３（ｄ）に示すように、サブピクセルの長軸方向におけるバンク
９０７側の端部領域で有機発光層の層厚が厚くなる傾向は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青
色（Ｂ）の各色で同じであり、何れの発光色の有機発光層９０８においても、上面部のプ
ロファイルは、サブピクセル内において、中央領域に比べて、バンク９０７側の端部領域
で高くなっている。
【００６１】
　このように、有機発光層９０８の層厚に不均一を有する場合には、図１４（ａ）に示す
赤色（Ｒ）のサブピクセル、図１４（ｂ）に示す緑色（Ｇ）のサブピクセル、および図１
４（ｃ）に示す青色（Ｂ）のサブピクセルにおいて、輝度ムラを生じ、発光特性の低下を
招く。また、発光効率の低下や寿命の低下などの要因ともなる。
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【００６２】
　以上の検討結果に基づき、本発明者は、表示パネルの各サブピクセルにおいて、層間絶
縁層を含む下地層の上面部を、互いに高さ方向の位置が異なる第１の上面部と第２の上面
部とを設け、第１電極（下部電極）および機能層（ホール注入輸送層など）を、下地層の
上面の形状に沿った状態で形成することにより、さらにその上に形成される発光層の層厚
の均一化を図るという技術的特徴を見出した。
【００６３】
　層間絶縁層を含む下地層の表面（上面部）プロファイルと、輝度との関係を検討した結
果について、図１５を用い説明する。図１５（ａ）は、サブピクセルにおける一部領域（
領域Ｍ1、領域Ｍ2）での下地層の表面（上面部）プロファイルを示し、具体的には、図１
５（ｂ）におけるＫ－Ｋ‘部分のプロファイルに相当する。また、図１５（ａ）において
、縦軸は下地層の膜厚を示し、縦軸上の上側に向かって厚みが厚く、横軸は下地層の対応
領域を示している。
【００６４】
　図１５（ｂ）は、一例として青色（Ｂ）のサブピクセルでの上記一部領域（領域Ｍ１、
領域Ｍ２）での輝度分布を示す。なお、図１５（ｃ）は、図１５（ｂ）に示す輝度レベル
を示す。
【００６５】
　図１５（ａ）に示す領域Ｍ２では、下地層の表面プロファイルが曲面形状を有するが、
図１５（ｂ）に示すように、対応する領域（領域Ｍ２）での輝度は、略揃った状態となっ
ている。よって、図１５（ａ）の領域Ｍ２のように、下地層の表面プロファイルが曲面形
状となっている場合には、発光層の層厚は、サブピクセルの端部側が、中央部側よりも厚
くなると考えられる。
【００６６】
　一方、図１５（ａ）に示す領域Ｍ１のように、下地層の表面プロファイルが略連続的に
変化する階段形状、または段差形状となっている場合には、図１５（ｂ）に示すように、
対応する領域（領域Ｍ１）の輝度は、変化している。具体的には、図１５（ａ）の二点鎖
線で囲む部分Ｎ１のように、層間絶縁層を含む下地層の層厚が薄く、表面プロファイルが
低くなっている領域では、図１５（ｂ）の二点鎖線で囲む部分Ｎ２のように、輝度が低く
なっている。言い換えると、下地層の層厚は、輝度が高い部分が、低い部分よりも薄くな
いという関係にあると考えられる。
【００６７】
　従って、上述のように、層間絶縁層を含む下地層における第２の上面部（中央部側の上
面部）が平坦形状を有し、第１の上面部（端部側の上面部）が、第２の上面部に対して段
差を有し形成され、または、階段状に形成されている、という構成を採用することが望ま
しい。このような構成を採用することにより、サブピクセル内での発光層の層厚を均一化
することができ、高い発光特性を得ることができる。
【００６８】
　［実施の形態１］
　１．表示装置１の概略構成
　本実施の形態に係る表示装置１の全体構成について、図１を用い説明する。
【００６９】
　図１に示すように、表示装置（有機表示装置）１は、表示パネル部（有機表示パネル）
１０と、これに接続された駆動制御部２０とを有し構成されている。表示パネル部１０は
、有機材料の電界発光現象を利用した有機発光パネルであり、複数の画素部がＸ－Ｙ面方
向に２次元配列されている。
【００７０】
　また、駆動制御部２０は、４つの駆動回路２１～２４と制御回路２５とから構成されて
いる。
【００７１】
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　なお、実際の表示装置１では、表示パネル部１０に対する駆動制御部２０の配置につい
ては、これに限られない。
【００７２】
　２．表示パネル１０の構成
　表示パネル１０の構成について、図２を用い説明する。なお、本実施の形態に係る表示
パネル１０は、一例として、トップエミッション型の有機発光パネルを採用し、赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の何れか発光色を有する有機発光層を備える複数の画素部がマトリ
クス状に配置され構成されているが、図２では、隣接する三つのサブピクセル１００ａ，
１００ｂ，１００ｃの内、一つのサブピクセル１００ａを抜き出して描いている。
【００７３】
　図２に示すように、表示パネル１０は、基板１０１のＺ軸方向の上に、駆動回路である
ＴＦＴ層１０２が形成されている。なお、図２では、ＴＦＴ層１０２の構成要素の内、ド
レイン電極のみを図示している。そして、ＴＦＴ層１０２の上、および基板１０１の上は
、パッシベーション膜１０３により被覆されている。なお、パッシベーション膜１０３は
、ＴＦＴ層１０２の一部を露出するように開口されている。
【００７４】
　パッシベーション膜１０３の上には、層間絶縁層１０４、アノード電極１０５およびホ
ール注入輸送層１０６が順に積層形成されている。アノード電極１０５は、サブピクセル
１００ａ，１００ｂ，１００ｃ毎に分離された状態で形成されている。
【００７５】
　ホール注入輸送層１０６の上には、絶縁材料からなり、サブピクセル１００ａ，１００
ｂ，１００ｃの間を区画するバンク（隔壁）１０７が立設されている。隣接するバンク１
０７により区画された領域には、有機発光層１０８が形成され、その上には、カソード電
極１０９、および封止層１０９が、順に積層形成されている。主な構成要素は、例えば、
次のような材料を用い形成することができる。
【００７６】
　ａ）基板１０１
　基板１０１は、例えば、無アルカリガラス、ソーダガラス、無蛍光ガラス、燐酸系ガラ
ス、硼酸系ガラス、石英、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、
エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエステル、シリコーン系樹脂、又はアルミナ等の絶
縁性材料をベースとして形成されている。
【００７７】
　ｂ）層間絶縁層１０４
　層間絶縁層１０４は、例えば、ポリイミド、ポリアミド、アクリル系樹脂材料などの有
機化合物を用い形成されている。
【００７８】
　ｃ）アノード電極１０５
　アノード電極１０５は、導電性材料からなる単層、あるいは複数の層が積層されてなる
積層体から構成されており、例えば、Ａｌ（アルミニウム）やこれを含む合金、Ａｇ（銀
）、ＡＰＣ（銀、パラジウム、銅の合金）、ＡＲＡ（銀、ルビジウム、金の合金）、Ｍｏ
Ｃｒ（モリブデンとクロムの合金）、ＮｉＣｒ（ニッケルとクロムの合金）などを用い形
成されている。なお、本実施の形態のように、トップエミッション型の場合には、高反射
性の材料で形成されていることが好ましい。
【００７９】
　なお、アノード電極１０５には、上層部分に、例えば、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）
を用い形成された透明被覆層が含まれることもある。
【００８０】
　ｄ）ホール注入輸送層１０６
　ホール注入輸送層１０６は、例えば、銀（Ａｇ）、モリブデン（Ｍｏ）、クロム（Ｃｒ
）、バナジウム（Ｖ）、タングステン（Ｗ）、ニッケル（Ｎｉ）、イリジウム（Ｉｒ）な
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どの酸化物、あるいは、ＰＥＤＯＴ（ポリチオフェンとポリスチレンスルホン酸との混合
物）などの導電性ポリマー材料からなる層である。上記の内、酸化金属からなるホール注
入輸送層１０４は、ホールを安定的に、またはホールの生成を補助して、有機発光層１０
６に対しホールを注入および輸送する機能を有し、大きな仕事関数を有する。
【００８１】
　ここで、ホール注入輸送層１０６を遷移金属の酸化物から構成する場合には、複数の酸
化数をとるためこれにより複数の準位をとることができ、その結果、ホール注入が容易に
なり駆動電圧を低減することができる。
【００８２】
　ｅ）バンク１０７
　バンク（隔壁）１０７は、樹脂等の有機材料で形成されており絶縁性を有する。バンク
１０７の形成に用いる有機材料の例としては、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、ノボ
ラック型フェノール樹脂等があげられる。そして、バンク１０７は、有機溶剤耐性を有す
ることが好ましい。
【００８３】
　さらに、バンク１０７の形成においては、エッチング処理およびベーク処理などが施さ
れるので、それらの処理に対して過度に変形、変質などをしないような耐性の高い材料で
形成されることが好ましい。また、撥水性をもたせるために、側面部をフッ素処理するこ
ともできる。
【００８４】
　なお、バンク１０７の形成に用いる絶縁材料については、上記の各材料をはじめ、特に
抵抗率が１０5［Ω・ｃｍ］以上であって、撥液性を有する材料を用いることができる。
これは、抵抗率が１０5［Ω・ｃｍ］以下の材料を用いた場合には、アノード電極１０５
とカソード電極１０９との間でのリーク電流、あるいは隣接サブピクセル１００ａ，１０
０ｂ，１００ｃの相互間でのリーク電流の発生の原因となり、消費電力の増加などの種々
の問題を生じることになるためである。
【００８５】
　また、バンク１０７を親液性の材料を用い形成した場合には、バンク１０７の側面部と
ホール注入輸送層１０６の表面との親液性／撥液性の差異が小さくなり、有機発光層１０
８を形成するために有機物質を含んだインクを、バンク１０７の開口部に選択的に保持さ
せることが困難となってしまうためである。
【００８６】
　さらに、バンク１０７の構造については、図２に示すような一層構造だけでなく、二層
以上の多層構造を採用することもできる。この場合には、層毎に上記材料を組み合わせる
こともできるし、層毎に無機材料と有機材料とを用いることもできる。
【００８７】
　ｆ）有機発光層１０８
　有機発光層１０８は、アノード電極１０５から注入されたホールと、カソード電極１０
９から注入された電子とが再結合されることにより励起状態が生成され発光する機能を有
する。有機発光層１０８の形成に用いる材料は、湿式印刷法を用い製膜できる発光性の有
機材料を用いることが必要である。
【００８８】
　具体的には、例えば、特許公開公報（特開平５－１６３４８８号公報）に記載のオキシ
ノイド化合物、ペリレン化合物、クマリン化合物、アザクマリン化合物、オキサゾール化
合物、オキサジアゾール化合物、ペリノン化合物、ピロロピロール化合物、ナフタレン化
合物、アントラセン化合物、フルオレン化合物、フルオランテン化合物、テトラセン化合
物、ピレン化合物、コロネン化合物、キノロン化合物及びアザキノロン化合物、ピラゾリ
ン誘導体及びピラゾロン誘導体、ローダミン化合物、クリセン化合物、フェナントレン化
合物、シクロペンタジエン化合物、スチルベン化合物、ジフェニルキノン化合物、スチリ
ル化合物、ブタジエン化合物、ジシアノメチレンピラン化合物、ジシアノメチレンチオピ
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ラン化合物、フルオレセイン化合物、ピリリウム化合物、チアピリリウム化合物、セレナ
ピリリウム化合物、テルロピリリウム化合物、芳香族アルダジエン化合物、オリゴフェニ
レン化合物、チオキサンテン化合物、アンスラセン化合物、シアニン化合物、アクリジン
化合物、８－ヒドロキシキノリン化合物の金属錯体、２－ビピリジン化合物の金属錯体、
シッフ塩とＩＩＩ族金属との錯体、オキシン金属錯体、希土類錯体などの蛍光物質で形成
されることが好ましい。
【００８９】
　ｇ）カソード電極１０９
　カソード電極１０９は、例えば、ＩＴＯ、ＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛）などで形成さ
れる。トップエミッション型の表示パネル１０の場合においては、光透過性の材料で形成
されることが好ましい。光透過性については、透過率が８０［％］以上とすることが好ま
しい。
【００９０】
　カソード電極１０９の形成に用いる材料としては、上記の他に、例えば、アルカリ金属
、アルカリ土類金属、またはそれらのハロゲン化物を含む層と銀を含む層とをこの順で積
層した構造を用いることもできる。上記において、銀を含む層は、銀単独で形成されてい
てもよいし、銀合金で形成されていてもよい。また、光取出し効率の向上を図るためには
、当該銀を含む層の上から透明度の高い屈折率調整層を設けることもできる。
【００９１】
　なお、有機発光層１０８とカソード電極１０９との間に、電子注入層を介挿させた構成
とすることもできる。
【００９２】
　電子注入層は、カソード電極１０９から注入された電子を有機発光層１０８へ輸送する
機能を有し、例えば、バリウム、フタロシアニン、フッ化リチウム、あるいはこれらの組
み合わせで形成されることが好ましい。
【００９３】
　ｈ）封止層１１０
　封止層１１０は、有機発光層１０８などが水分に晒されたり、空気に晒されたりするこ
とを抑制する機能を有し、例えば、ＳｉＮ（窒化シリコン）、ＳｉＯＮ（酸窒化シリコン
）などの材料を用い形成される。トップエミッション型の表示パネル１０の場合において
は、光透過性の材料で形成されることが好ましい。
【００９４】
　３．バンク１０７の構成
　図３に示すように、本実施の形態に係る表示パネル１０では、バンク１０７として、各
サブピクセル１００ａ，１００ｂ，１００ｃの部分が略長方形状に規定された、所謂、ピ
クセルバンクの形態を採用する。具体的には、バンク１０７は、Ｘ軸方向に延伸する部分
１０７ａと、Ｙ軸方向に延伸する部分１０７ｂとが一体に形成されてなる。そして、同一
の列に属し、Ｘ軸方向の上下に隣接する３つのサブピクセル（赤色（Ｒ）のサブピクセル
、緑色（Ｇ）のサブピクセル、青色（Ｂ）のサブピクセル）を以って、一のピクセル（画
素）が構成されている。
【００９５】
　なお、図２に示す断面は、図３におけるＢ－Ｂ‘断面である。即ち、サブピクセル１０
０ａの部分を、その長軸方向（Ｙ軸方向）の断面で示している。
【００９６】
　４．層間絶縁層１０４の形状と有機発光層１０８の層厚
　図２に戻って、サブピクセル１００ａにおいては、層間絶縁層１０４におけるバンク１
０７側の端部領域（領域Ａ1、領域Ａ2）の層厚Ｈ1，Ｈ2が、バンク１０７とバンク１０７
との間の中央領域（領域Ａ3）の層厚Ｈ3よりも厚くなっている。
【００９７】
　次に、図４に示すように、層間絶縁層１０４においては、その層厚Ｈ1，Ｈ2と層厚Ｈ3
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との差異に起因して、バンク１０７側の端部領域での上面部１０４ｂ，１０４ｃが、中央
領域での上面部１０４ａよりも、Ｚ軸方向上側に位置している。そして、アノード電極１
０５については、層間絶縁層１０４の上面部１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃに沿って積層
形成され、層厚が略一定であるため、バンク１０７側の端部領域での上面部１０５ｂ，１
０５ｃが、中央尾領域での上面部１０５ａよりも、Ｚ軸方向上側に位置している。
【００９８】
　さらに、ホール注入輸送層１０６については、アノード電極１０５の上面部１０５ａ，
１０５ｂ，１０５ｃに沿って積層形成され、層厚が略一定であるため、バンク１０７側の
端部領域での上面部１０６ｂ，１０６ｃが、中央領域での上面部１０６ａよりも、Ｚ軸方
向上側に位置している。
【００９９】
　ホール注入輸送層１０６の上に積層形成される有機発光層１０８については、上記のよ
うに、バンク１０７側の端部領域（領域Ｃ1、領域Ｃ2）での上面部１０８ｂ，１０８ｃが
、中央領域（領域Ｃ3）での上面部１０８ａよりも、Ｚ軸方向上側に位置する。
【０１００】
　しかし、本実施の形態では、図４に示すように、ホール注入輸送層１０６についても、
バンク１０７側の端部領域での上面部１０６ｂ，１０６ｃが、中央領域での上面部１０６
ａよりも、Ｚ軸方向上側に位置しているので、有機発光層１０８における端部領域での下
面部（互いに接しているため、ホール注入輸送層１０６の上面部１０６ｂ，１０６ｃと同
一）が、中央領域での下面部（同様に、ホール注入輸送層１０６の上面部１０６ａと同一
）よりも、Ｚ軸方向上側に位置するので、有機発光層１０８の層厚は、端部領域（領域Ｃ

1，領域Ｃ2）での層厚Ｄ1，Ｄ2と、中央領域（領域Ｃ3）での層厚Ｄ3と等しい。
【０１０１】
　有機発光層１０８は、全体として見た場合に、上面部がＺ軸方向上方に凹形状となり、
下面部がＺ軸方向下方に凸形状となっている。
【０１０２】
　なお、上記における「等しい」とは、必ずしも数値の面で完全に等しいことを意味する
ものではなく、有機発光素子の製造における寸法誤差などを考慮したものである。具体的
には、有機発光素子として、輝度ムラが実用上許容できる範囲で、等しいということを意
味する。
【０１０３】
　ホール注入輸送層１０６は、バンク１０７側の端部領域（領域Ｃ1、領域Ｃ2）の上面部
１０６ｂ，１０６ｃが、中央領域（領域Ｃ3）の上面部１０６ａに対して、Ｚ軸方向にお
いて、１００[ｎｍ]以上２００[ｎｍ]以下の範囲内で、上方に位置する。これより、有機
発光層１０８における層厚Ｄ1，Ｄ2，Ｄ3の均一化をより確実に図ることができる。
【０１０４】
　また、有機発光層１０８におけるバンク１０７側の端部領域（領域Ｃ1、領域Ｃ2）の上
面部１０８ｂ，１０８ｃが、Ｙ軸方向に５０[μｍ]以上の長さを有することが、層厚Ｄ1

，Ｄ2，Ｄ3の均一化を図る上で好ましい。同様に、有機発光層１０８における中央領域（
領域Ｃ3）の上面部１０８ａが、Ｙ軸方向に５０[μｍ]以上の長さを有することが、層厚
Ｄ1，Ｄ2，Ｄ3の均一化を図る上で好ましい。
【０１０５】
　また、サブピクセルにおけるＹ軸方向での長さＬ0を、バンク１０７の斜面部とホール
注入輸送層１０６の上面部１０６ｂ，１０６ｃとの交点Ｐ1，Ｐ2の間隔で規定するとき、
有機発光層１０８におけるバンク１０７側の端部領域（領域Ｃ1、領域Ｃ2）の上面部１０
８ｂ，１０８ｃが、長さＬ0に対して、１／５以上１／３以下とすることが、層厚Ｄ1，Ｄ

2，Ｄ3の均一化を図る上で好ましい。同様に、有機発光層１０８における中央領域（領域
Ｃ3）の上面部１０８ａが、長さＬ0に対して、１／３以上３／５以下とすることが、層厚
Ｄ1，Ｄ2，Ｄ3の均一化を図る上で好ましい。
【０１０６】
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　５．効果
　本実施の形態に係る有機表示装置１、および表示パネル１０では、各サブピクセル１０
０ａ，１００ｂ，１００ｃにおいて、有機発光層１０８の層厚Ｄ1，Ｄ2，Ｄ3が互いに等
しい。これより、表示パネル１０では、各サブピクセル１００ａ，１００ｂ，１００ｃの
有機発光層１０８において、バンク１０７側の端部領域（領域Ｃ1、領域Ｃ2）での厚膜化
が防止され、当該領域における輝度の低下が防止され、サブピクセル１００ａ，１００ｂ
，１００ｃの全域における輝度の均一性が得られやすくなり、良好な発光特性が得られる
。
【０１０７】
　また、表示パネル１０では、有機発光層１０８について、バンク１０７側の端部領域（
領域Ｃ1、領域Ｃ2）の下面部および中央領域（領域Ｃ3）の下面部にわたって同一材料で
あるホール注入輸送層１０６に接して形成されているので、この点でも、インクの濡れ性
が向上し、良好な発光特性を得ることができる。
【０１０８】
　従って、本実施の形態に係る有機表示装置１および表示パネル１０は、有機発光層１０
８の層厚Ｄ1，Ｄ2，Ｄ3を含むサブピクセル１００ａ，１００ｂ，１００ｃ全体での層厚
の均一化を図ることができ、これより輝度ムラが少なく、高い光学特性を有する。
【０１０９】
　６．製造方法
　表示パネル１０の製造方法について、図５から図７を用い、その要部を説明する。
【０１１０】
　図５（ａ）に示すように、基板１０１のＺ軸方向上側主面に対し、ＴＦＴ層１０２を形
成し（図５から図７では、ＴＦＴ層のドレイン電極のみを図示）、その上に、パッシベー
ション膜１０３を形成する。そして、パッシベーション膜１０３の上に、有機化合物（例
えば、ポリイミド、ポリアミドなど）からなる絶縁膜１０４０を堆積形成する。絶縁膜１
０４０の形成後、光透過部５０１ａ，５０１ｂ，５０１ｃを有するマスク５０１を配する
。
【０１１１】
　マスク５０１では、光透過部５０１ａ，５０１ｂに対して、光透過部５０１ｃの光透過
率が低く設定されている。
【０１１２】
　図５（ａ）の状態で、露光を行い、その後、現像およびベークを行う。これにより、図
５（ｂ）に示すように、ＴＦＴ層１０２のドレイン電極の上にコンタクトホール１０４ｄ
，１０４ｅが形成されるとともに、コンタクトホール１０４ｄ，１０４ｅの中間領域に、
凹部１０４ｆが形成される。ここで、形成された層間絶縁層１０４においては、凹部１０
４ｆの底部での上面部１０４ａが、そのＹ軸方向の両側の部分での上面部１０４ｂ，１０
４ｃに対して、１００[ｎｍ]以上２００[ｎｍ]以下の範囲内の高さの差異を有している。
【０１１３】
　なお、図５（ｂ）に示すように、コンタクトホール１０４ｄ，１０４ｅの底部分におい
ては、ＴＦＴ層１０２のドレイン電極の一部が露出するように、パッシベーション膜１０
３の一部も除去される。
【０１１４】
　図５（ｃ）に示すように、層間絶縁層１０４の表面に対し、アノード電極１０５を形成
する。アノード電極１０５の形成は、層間絶縁層１０４の表面に導電性材料（例えば、ア
ルミニウム（Ａｌ）やこれを含む合金など）をスパッタリング法や真空蒸着法などを用い
製膜した後、サブピクセル単位でパターニングすることにより形成される。ここで、アノ
ード電極１０５には、上記導電性材料からなる金属部に対し、さらにＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕ
ｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）などが積層された構成とすることもできる。
【０１１５】
　層間絶縁層１０４の上に形成されたアノード電極１０５は、層間絶縁層１０４の凹部１
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０４ｆなどの形状に沿った形状となり、サブピクセルの中央領域となる部分の上面部１０
５ａが、そのＹ軸方向両側となる部分での上面部１０５ｂ，１０５ｃに対して、Ｚ軸方向
に高さが異なる。具体的には、アノード電極１０５においては、上面部１０５ｂ，１０５
ｃが、上面部１０５ａに対して、Ｚ軸方向に高い位置になる。
【０１１６】
　なお、図５（ｃ）に示すように、コンタクトホール１０４ｄ，１０４ｅの底部では、ア
ノード電極１０５とＴＦＴ層１０２のドレイン電極とが接続される。
【０１１７】
　図６（ａ）に示すように、アノード電極１０５、およびそのパターニングにより露出す
る層間絶縁層１０４の一部を覆うように、ホール注入輸送層１０６を積層形成する。ホー
ル注入輸送層１０６においても、層間絶縁層１０４の凹部１０４ｆなどに沿った形状とな
り、アノード電極１０５の上面部１０５ａの上に形成された部分の上面部１０６ａが、ア
ノード電極１０５の上面部１０５ｂ，１０５ｃの上に形成された部分の上面部１０６ｂ，
１０６ｃよりも、Ｚ軸方向に高さが異なる。具体的には、ホール注入輸送層１０６におい
ては、上面部１０６ｂ，１０６ｃが、上面部１０６ａに対して、Ｚ軸方向に高い位置にな
る。
【０１１８】
　次に、図６（ｂ）に示すように、ホール注入輸送層１０６の上を覆うように、バンク材
料膜１０７０を堆積形成する。バンク材料膜１０７０は、例えば、スピンコート法などを
用い、感光性レジスト材料（例えば、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、ノボラック型
フェノール樹脂など）を堆積することにより形成される。
【０１１９】
　図６（ｃ）に示すように、バンク材料膜１０７０に対して、マスク（図示を省略）を配
しての露光を行い、その後、現像およびベークを行うことでバンク１０７が形成できる。
バンク１０７の形成後においては、バンク１０７とバンク１０７とで規定される開口部に
おいては、ホール注入輸送層１０６の上面部（上面部１０６ａ，１０６ｂ，１０６ｃを含
む）が露出される。
【０１２０】
　次に、図７（ａ）に示すように、バンク１０７とバンク１０７とで規定された領域に対
して、発光性の有機材料を含むインク１０８０を、例えば、インクジェット法などにより
滴下・塗布する。そして、インク１０８０を乾燥させることにより、図７（ｂ）に示すよ
うに、有機発光層１０８が形成される。
【０１２１】
　有機発光層１０８は、ホール注入輸送層１０６の上面部（上面部１０６ａ，１０６ｂ，
１０６ｃを含む）の形状に沿って形成されるので、バンク１０７側の端面領域での上面部
１０８ｂ，１０８ｃが、中央領域での上面部１０８ａよりもＺ軸方向上側に配されること
になり、有機発光層１０８の上面部は、全体としてＺ軸方向の上向きに凹形状となる。ま
た、有機発光層１０８の下面部は、ホール注入輸送層１０６の上面部（上面部１０６ａ，
１０６ｂ，１０６ｃを含む）に接しているので、全体としてＺ軸方向の下向きに凸形状と
なる。
【０１２２】
　次に、図７（ｃ）に示すように、有機発光層１０８の上面部（上面部１０８ａ，１０８
ｂ，１０８ｃを含む）、およびバンク１０７の表面に対して、カソード電極１０９および
封止層１１０を順に積層形成する。
【０１２３】
　なお、上記のように、有機発光層１０８とカソード電極１０９との間に、電子輸送層お
よび電子注入層などを介挿するという構成を採用することもできる。
【０１２４】
　以上のように、表示パネル１０の要部の製造が完了する。
【０１２５】
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　［実施の形態２］
　実施の形態２に係る表示パネル１２の構成について、図８を用い説明する。図８は、上
記実施の形態１で用いた図４に対応する図であり、一のサブピクセルの要部となる部分を
抜き出して示している。
【０１２６】
　図８に示すように、本実施の形態に係る表示パネル１２では、層間絶縁層１２４が、バ
ンク１２７側の端部領域に相当する領域（領域Ｅ1、領域Ｅ2）の上面部１２４ｂ，１２４
ｃと、中央領域の上面部１２４ａと、さらに、中央領域と端部領域との間の領域の上面部
１２４ｇ，１２４ｈを有している。即ち、本実施の形態に係る表示パネル１２では、層間
絶縁層１２４が、中央領域での上面部１２４ａと、それよりもＺ軸方向の上方に位置する
上面部１２４ｇ，１２４ｈと、さらにＺ軸方向の上方に位置する上面部１２４ｂ，１２４
ｃとを有する。
【０１２７】
　アノード電極１２５は、上記実施の形態１に係るアノード電極１０５と同様に、層間絶
縁層１２４の上面部（上面部１２４ａ，１２４ｂ，１２４ｃ，１２４ｇ，１２４ｈを含む
）に沿って形成されており、中央領域での上面部１２５ａと、それよりもＺ軸方向の上方
に位置する上面部１２５ｇ，１２５ｈと、さらにＺ軸方向の上方に位置する上面部１２５
ｂ，１２５ｃとを有する。
【０１２８】
　ホール注入輸送層１２６は、アノード電極１２５の上面部（上面部１２５ａ，１２５ｂ
，１２５ｃ，１２５ｇ，１２５ｈを含む）に沿って形成されており、中央領域での上面部
１２６ａと、それよりもＺ軸方向の上方に位置する上面部１２６ｇ，１２６ｈと、さらに
Ｚ軸方向の上方に位置する上面部１２６ｂ，１２６ｃとを有する。
【０１２９】
　有機発光層１２８は、上記実施の形態１に係る表示パネル１０の有機発光層１０８と同
様に、バンク１２７側の端部領域での上面部１２８ｂ，１２８ｃが、バンク１２７から離
間した中央領域での上面部１２８ａよりもＺ軸方向の上方に位置している。そして、本実
施の形態では、有機発光層１２８の下面部が、ホール注入輸送層１２６の上面部１２６ａ
，１２６ｂ，１２６ｃ，１２６ｇ，１２６ｈに沿っているので、Ｙ軸方向における箇所毎
の有機発光層１２８の層厚が、さらに均一化されている。
【０１３０】
　従って、本実施の形態に係る表示パネル１２では、上記実施の形態１に係る表示パネル
１０にも増して、輝度ムラが少なく、高い発光特性を有する。
【０１３１】
　なお、図８に示した部分以外の構成については、上記実施の形態１と同様である。
【０１３２】
　［実施の形態３］
　実施の形態３に係る表示パネル１３の構成について、図９を用い説明する。図９は、上
記実施の形態１で用いた図４に対応する図であり、一のサブピクセルの要部となる部分を
抜き出して示している。
【０１３３】
　図９に示すように、本実施の形態に係る表示パネル１３では、層間絶縁層１３４が、バ
ンク１３７から離間した中央領域での上面部１３４ａと、バンク１３７側の端部領域（領
域Ｆ1、領域Ｆ2）での上面部１３４ｂ，１３４ｃを有する点、および上面部１３４ｂ，１
３４ｃが上面部１３４ａに対してＺ軸方向の上方に位置する点で、上記実施の形態１に係
る層間絶縁層１０４と同様である。本実施の形態に係る表示パネル１３の層間絶縁層１３
４では、上面部１３４ａと上面部１３４ｂ，１３４ｃとの間が、Ｚ軸方向に起立した壁で
はなく、斜面部１３４ｇ，１３４ｈとなっている点で、上記実施の形態１に係る表示パネ
ル１０の層間絶縁層１０４と相違する。
【０１３４】
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　アノード電極１３５は、上記実施の形態１に係るアノード電極１０５と同様に、層間絶
縁層１３４の上面部（上面部１３４ａ，１３４ｂ，１３４ｃ、および斜面部１３４ｇ，１
３４ｈを含む）に沿って形成されており、中央領域での上面部１３５ａと、それよりもＺ
軸方向の上方に位置する上面部１３５ｂ，１３５ｃと、その間に配された斜面部１３５ｇ
，１３５ｈとを有する。
【０１３５】
　ホール注入輸送層１３６は、アノード電極１３５の上面部（上面部１３５ａ，１３５ｂ
，１３５ｃ、および斜面部１３５ｇ，１３５ｈを含む）に沿って形成されており、中央領
域での上面部１３６ａと、それよりもＺ軸方向の上方に位置する上面部１３６ｂ，１３６
ｃと、その間に配された斜面部１３６ｇ，１３６ｈとを有する。
【０１３６】
　有機発光層１３８は、上記実施の形態１に係る表示パネル１０の有機発光層１０８と同
様に、バンク１３７側の端部領域での上面部１３８ｂ，１３８ｃが、バンク１３７から離
間した中央領域での上面部１３８ａよりもＺ軸方向の上方に位置している。そして、本実
施の形態でも、有機発光層１３８の下面部が、ホール注入輸送層１３６の上面部１３６ａ
，１３６ｂ，１３６ｃ、およびその間の斜面部１３６ｇ，１３６ｈに沿っている。このた
め、本実施の形態に係る表示装置１３では、Ｙ軸方向における箇所毎の有機発光層１３８
の層厚が、さらに均一化されている。
【０１３７】
　従って、本実施の形態に係る表示パネル１３では、上記実施の形態１に係る表示パネル
１０にも増して、輝度ムラが少なく、高い発光特性を有する。
【０１３８】
　なお、図９に示した部分以外の構成については、上記実施の形態１と同様である。
【０１３９】
　［実施の形態４］
　実施の形態４に係る表示パネル１４の構成について、図１０を用い説明する。図１０は
、上記実施の形態１で用いた図４に対応する図であり、一のサブピクセルの要部となる部
分を抜き出して示している。
【０１４０】
　図１０に示すように、本実施の形態に係る表示パネル１４では、層間絶縁層１４４にお
いて、バンク１４７から離間した中央領域での上面部１４４ａと、バンク１４７側の端部
領域（領域Ｇ1、領域Ｇ2）での上面部１４４ｂ，１４４ｃを有する点、および上面部１４
４ｂ，１４４ｃが上面部１４４ａに対してＺ軸方向の上方に位置する点で、上記実施の形
態１に係る層間絶縁層１０４と同様である。本実施の形態に係る表示パネル１４の層間絶
縁層１４４では、バンク１４７側の端部領域（領域Ｇ1、領域Ｇ2）での上面部１４４ｂ，
１４４ｃが、Ｚ軸方向に対して直交する水平面ではなく、斜面部となっている点で、上記
実施の形態１に係る表示パネル１０と相違する。
【０１４１】
　アノード電極１４５は、上記実施の形態１に係るアノード電極１０５と同様に、層間絶
縁層１４４の上面部（上面部１４４ａ，１４４ｂ，１４４ｃを含む）に沿って形成されて
おり、中央領域での上面部１４５ａと、それよりもＺ軸方向の上方に位置する上面部１４
５ｂ，１４５ｃとを有する。
【０１４２】
　ホール注入輸送層１４６は、アノード電極１４５の上面部（上面部１４５ａ，１４５ｂ
，１４５ｃを含む）に沿って形成されており、中央領域での上面部１４６ａと、それより
もＺ軸方向の上方に位置する上面部１４６ｂ，１４６ｃとを有する。
【０１４３】
　有機発光層１４８は、上記実施の形態１に係る表示パネル１０の有機発光層１０８と同
様に、バンク１４７側の端部領域での上面部１４８ｂ，１４８ｃが、バンク１４７から離
間した中央領域での上面部１４８ａよりもＺ軸方向の上方に位置している。そして、本実
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施の形態でも、有機発光層１４８の下面部が、ホール注入輸送層１４６の上面部１４６ａ
，１４６ｂ，１４６ｃに沿っている。このため、本実施の形態に係る表示装置１４では、
Ｙ軸方向における箇所毎の有機発光層１４８の層厚が、さらに均一化されている。
【０１４４】
　従って、本実施の形態に係る表示パネル１４では、上記実施の形態１に係る表示パネル
１０にも増して、輝度ムラが少なく、高い発光特性を有する。
【０１４５】
　なお、図１０に示した部分以外の構成については、上記実施の形態１と同様である。
【０１４６】
　また、本実施の形態に係る表示パネル１４の有機発光層１４８の表面プロファイルが、
上記実施の形態１，２，３の各有機発光層１０８，１２８，１３８の表面プロファイルと
相違するが、これは、下地層の段差などで変わるのではない。即ち、有機発光層１４８の
表面プロファイルが図１０に示す形態である場合に、本実施の形態を適用することができ
るものである。
【０１４７】
　［その他の事項］
　実施の形態１では、有機発光層１０８よりもＺ軸方向の下方のホール注入輸送層１０６
が、アノード電極１０５の上面部形状に沿い、アノード電極１０５が層間絶縁層１０４の
上面部形状に沿って形成されていることにより、バンク１０７から離間した中央領域での
上面部１０６ａがＺ軸方向において低い位置にあり、これに対して、バンク１０７側の端
部領域での上面部１０６ｂ，１０６ｃがＺ軸方向において高い位置にある構成とした。ま
た、実施の形態２では、上面部１２６ａと上面部１２６ｇ，１２６ｈと上面部１２６ｂ，
１２６ｃが階段状となる構成とした。
【０１４８】
　このように、有機発光層１０８，１２８，１３８，１４８の下面部について、上面部の
プロファイルに出来るだけ沿った形状とすることにより、バンク１０７，１２７，１３７
，１４７の近傍での層厚と、バンク１０７，１２７，１３７，１４７から離間した中央領
域での層厚との差異を小さく抑えることができることとした。製造における精度および製
造コストとの観点から、許容される範囲で、有機発光層の直下に配されることになるホー
ル注入輸送層などの機能層の上面部プロファイルを有機発光層の上面部プロファイルに出
来るだけ近似するようにすることが望ましい。例えば、機能層の上面部プロファイルのス
テップ数を３段以上としたり、その間に斜面を介挿したりすることなどもできる。
【０１４９】
　なお、上記実施の形態１，２，３，４の各構成を、有機発光層１０８，１２８，１３８
，１４８の上面部プロファイルなどを考慮しながら、適宜組み合わせることも可能である
。
【０１５０】
　また、上記実施の形態１，２，３，４では、アノード電極１０５，１２５，１３５，１
４５と有機発光層１０８，１２８，１３８，１４８との間に、ホール注入輸送層１０６，
１２６，１３６，１４６を介挿する構成としたが、本発明は、これに限らず、例えば、ホ
ール注入層だけを介挿する形態なども採用することができる。
【０１５１】
　また、上記実施の形態１，２，３，４では、有機発光層１０８，１２８，１３８，１４
８に対して、Ｚ軸方向の下方にアノード電極１０５，１２５，１３５，１４５を配置し、
Ｚ軸方向の上方にカソード電極１０９を配置する構成を一例として採用したが、これとは
逆に、Ｚ軸方向の下方にカソード電極を配置し、Ｚ軸方向の上方にアノード電極を配置す
る構成を採用することもできる。
【０１５２】
　また、上記実施の形態１，２，３，４では、有機発光層１０８，１２８，１３８，１４
８から出射された光を、カソード電極１０９を通して、Ｚ軸方向の上方に取り出す構成（



(22) JP 5588007 B2 2014.9.10

10

20

30

トップエミッション型）を想定しているが、本発明は、これとは逆に、基板１０１を通し
て、Ｚ軸方向の下方に光を取り出す構成（ボトムエミッション型）とすることもできる。
【０１５３】
　また、上記実施の形態１，２，３，４では、有機表示装置１の具体的な外観形状を示さ
なかったが、例えば、図１１に示すようなシステムの一部あるいは全部とすることなども
できる。
【産業上の利用可能性】
【０１５４】
　本発明は、輝度ムラが少なく、高い発光特性を有する有機発光素子および有機表示パネ
ルおよび有機表示装置を実現するのに有用である。
【符号の説明】
【０１５５】
　　　１．有機表示装置
　　１０，１２，１３，１４．表示パネル
　　２０．駆動制御部
　　２１～２４．駆動回路
　　２５．制御回路
　１００ａ，１００ｂ，１００ｃ．サブピクセル
　１０１．基板
　１０２．ＴＦＴ層
　１０３．パッシベーション膜
　１０４，１２４，１３４，１４４．層間絶縁層
　１０５，１２５，１３５，１４５．アノード電極
　１０６，１２６，１３６，１４６．ホール注入輸送層
　１０７，１２７，１３７，１４７．バンク
　１０８，１２８，１３８，１４８．有機発光層
　１０９．カソード電極
　１１０．封止層
　５０１．マスク
１０４０．絶縁膜
１０７０．バンク材料膜
１０８０．インク
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